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コミュニティデザイン学科の教育目標
①身近な地域コミュニティで生起する諸課題に対して、
② 「人と人とをつなぐ」実践手法を進めることにより
③広い領域内容から「コミュニティ」のこれからを「デザイン」してい
く理論とスキル を身につけた人物の養成をめざします。

⚫｢身近な地域コミュニティで生起する諸課題｣にはどのようなものがあるのか。

⚫また、その課題が生ずる背景にはどのようなことがあるのか。

⚫これらの諸課題を解決するためには、誰がどんなことに取り組めばよいのか。



1. 社会問題に関する
基礎知識

出典 厚生労働省｢我が国の人口について｣2023年

❏人口減少時代に入った日本



出典 総務省「令和2年国勢調査 人口等基本集計 結果の要約」（令和3年11月30日）

❏人口は東京を中心とした首都圏、地方大都市に集中

人口上位8都道府県を合わせると
6398 万4千人で、全国の5割
以上（50.7%）を占める。

出典 総務省「令和2年国勢調査 人口等基本集計 結果の要約」（令和3年11月30日）

❏東京都，神奈川県，埼玉県など8都県で人口増加，39 道府県で減少

↓三大都市圏が中心↓



出典 総務省「令和2年国勢調査 人口等基本集計 結果の要約」（令和3年11月30日）

❏全国1,719市町村のうち､1,419市町村(82.5%)で人口減少

2. コミュニティに関する
基礎知識



「コミュニティ」という言葉はいつから？
•日本で初めて「コミュニティ」という言葉が公的に示されたのは・・・
1969年の国民生活審議会の答申『コミュニティ─生活の場に
おける人間性の回復』といわれている。

•この背景には、全国的な都市化の流れや、交通網の発達とモータ
リゼーション（自動車の大衆化）による生活圏域の拡大、人口都
市集中等による生活様式の変容、これらをふまえた「コミュニティ
不在」や「過疎」に関する問題が挙げられていた。

❏地域コミュニティの「現代的な課題」とは？

出典 総務省「地域コミュニティに関する研究会報告書の概要及び事例紹介」令和5年1月27日

• 2022年に発表された「地域コミュニティに関する研究会」の報告書
では、児童虐待や孤立死、防災、つながりの希薄化、地域活動
への参加の困難さなどが指摘されている。そのほかにも…



❏地域コミュニティの課題に対する３つの視点

出典 総務省「地域コミュニティに関する研究会報告書の概要及び事例紹介」令和5年1月27日

①地域活動のデジタル化の事例

出典 総務省「地域コミュニティに関する研究会報告書の概要及び事例紹介」令和5年1月27日



②自治会等の活動の持続可能性の向上

出典 総務省「地域コミュニティに関する研究会報告書の概要及び事例紹介」令和5年1月27日

③地域コミュニティの様々な主体間の連携

出典 総務省「地域コミュニティに関する研究会報告書の概要及び事例紹介」令和5年1月27日



出典 総務省「地域への新しい入り口『二地域居住・関係人口』ポータルサイト」

そのほかにも…多様な人々が地域づくりに参画：「関係人口」

出典 総務省「ふるさと住民登録制度」の創設について」



まとめ：コミュニティに関する基礎知識
• コミュニティという言葉が公的に示されたのは、今から半世紀以上前の
話：その時に提起されていた諸課題は、まだ残されている。

•現代のコミュニティの課題には、たとえば、地域活動のデジタル化、自治
会等の活動と持続可能性の向上、地域コミュニティの様々な主体間
の連携などが挙げられる：これらは相互に連関している。

•近年では、関係人口をはじめとする多様な人々が地域・コミュニティづく
りに関与する事例がみられ、新たな担い手としても期待されている。


